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8時明治 ・大正の人々 の暮らしについて当時の人々 が自
由と権利を求めて立ち上がったわけについて考え
る。（思 ・判・表）
第2次
9時 日本の国力が充実していったことについて自分の考
えをもつ。偲、 ・判・表）
10時学習した内容と現在の生活を比べ，自分の考えをも
つ。（思・判 ・表）
(1)各事象や人物の働きをプラスマイナスに分ける。
発問「これはプラスですか。マイナスですか。」
（明治 ・大正時代に起こった事象について）
①教師：国会開設。
②子ども ：プラス。
③教師：女性の職場進出。
釘ども ：プラス。
” 而：全国水平社の創設。
⑥子ども ：プラス。
⑦教師：差別されていた人々がいた。
⑧子ども：マイナス。
⑨教師：清からの賠伯金。
⑩子ども ：プラス。
⑪ども： マイナス。
⑫ども：え
⑬たまき：日本としてはプラス。
⑭たまき：人としてどうかと思う。
⑮教師：日露戦戦争で活躍。
⑯たまき：人としてどうかわからん。
⑰教師：なになら。
⑱たまき：国としてならプラス。
このように，①から⑧までは子どもたちは声をそろ
えてプラスかマイナスかを判断しており，考えがそろ
っている。しかし⑨の発問に対しそれぞれの考えに違
いがあることに気付き立ち止まっている。そして⑬⑭
の発言のように「日本として」「人として」と立場の違
いでプラスかマイナスかは違ってくるという見方に気
付いた。
他単元の授業においても同様に，プラスマイナスで
問うことにより，時に「プラマイや」という意見が出
るようになり，その理由について立ち止まり全体で考
える視点となっていた。
固3 プラスマイナスを書きこんだ本時の板書（一部）
(2) 「明治・大正」時代を一文で表す。
(1)を終えた後「色々なことがあった明治 ・大正
時代を一文で表しましょう。」と指示し，活動に入った。
子どもたちが考えた一文は以下のとおりである。
ゆりか政治や人権が今によりいっそう近づいた時代3
りょう 女性などの地位が男性と一緒になった時代。
みきこ 公害や差別，不平等な条約などマイナスのこ
とをプラスにしようと人々が立ち上がった時代〕
りみ 日露戦争や差別をなくす運動など悪いことがあ
った剛心
ゆか差別をなくしたりする運動や，国民が選んだ人
物が議員になるなど，国民にとって良いことが増
えた剛芯
ゆづる 公害や戦争など，人々が苦しんだ時伐
このみ平塚や西光など，差別をなくす運動が広まっ
た時代，
はる 大きな運動や不平等条約の改正など，色々なこ
とが変わった時1芯
りく 重信さんや宗光さんなど，いろんな人が運動を
起こして人々が助かり社会が大きく変わった時代3
さり 平塚らいてうや西光万吉，田中正造などが国人
のためにいろいろ運動をおこし平和にした時伐
はるな 田中正造や西光万吉など，国を直そうとして
いる人がいろんなことをした時代〕
たけし 日本が欧米を見習って技術が江戸時代に比べ
て大きく進歩した時代）
まさ 即脊や人々が近代化をめざした時代3
こころ 大隈重信や田中正造などの人物が活躍し， 日
本の政冶が大きくいい方向に変わった時代3
ゅうあ差別が少なくなったり，初の政党内閣をつく
ったり今までの社会が大きく変わった時代）
まさき 戦争や差別など，いろんな人が苦しんだ時代）
こうや 自由民権運動や水平社など，政府に反対する
運動が多かった時代3
ちえ位の低い人も高い人も国民や国のために意見
を言い，前よりよりよくなった時代)
ゆずな 国民のために平和にしようとするなど，人々
が運動や訴えをおこした時代3
このように，明冶 ・大正に起こった事象や人物の働
きを子ども一人一人が比較し関係づけながら統合し自
分なりの言葉で時代を表していることがわかる。
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5. 成果と課題
本研究をとおして，プラスマイナスで分けるという
視点を与えることで， 自分の見方で事象や人物の働き
を判断することができにまた，互いの見方や考え方
の違いが見え，立場によって見え方が変わってくるこ
とを実感することができていた。同様に，時代を一文
で表す言語活動は，自分のものの見方・考え方が表れ，
自分なりの言葉で表現していることから自分ごととし
て剛tを捉えていると言える。つまり，剛tを一文に
まとめるという活動は，学習した内容について思考・
判断したことを表現できる言語活動であると言える。
また，この成果物を共有することで，友達とは逆で
あったり違う視点であったり，より広い視点で見たり
考えたりしていることに気付くことができるよさがあ
ると考えている。
一方，本研究での課題は，現地学習をしていないこ
とである。そのため，子どもが体験し自分ごととして
考えられたことがほとんどなかった。また，本校の社
会科研究の特色である地域教材の開発には至らず，子
どもたちに身近な教材を提供することはできなかった
ため，教材に対する親近感や郷土に愛着をもち学習に
取り組むことはできなかった。歴史学習は，過去に起
こった事象や先人の業績について学習するため，実際
に体験することはできない。今後は疑似体験等を踏ま
え，地域の歴史を身近口感じながら社会科の目標や指
導事項を達成できる教材開発について研鑽を積んでい
きたい。
6 今後の取組み
本研究では社会科における思考カ・判断カ・表現力
の育成について言語活動の実践を進めてきた）時代を
ー文で表すという言語活動を設定しながら歴史学習を
進め歴史分野の学習である図2の問題発見の土台の過
程を終えた。学習を終えるとき，これまでの時代を振
り返り，まとめとして歴史を学ぶ意味と歴史を学習し
た感想を書かせた。
こころ未来を見るためだと思う。なぜなら昔のこと
を振り返ってこの時代の人はこうしてた。とか，こ
の時代にこの建物が造られたなどが見られる。そし
てそれを見てあこがれの人を見つけたり，今までの
人を見て悪いと感じたことを今からの未来に生かそ
うと思ったりすることが大切だと思う。
ゆづる 日本の歴史を知るため（世界との交流，どの
ようにして今につながったか）。失敗（例：戦争）を
繰り返さないように，これからどんなことをしたら
いいかを考えるため。たくさんの人の苦労と工夫に
よって今があることがわかった。だからこれからも
そのことを思い出して，よりよい未来につながるよ
うに努力したい。
はる 歴史を学ぶ理由は，今までの人がおかした失敗
や偉業を学んでこれからに生かしていくためだと思
います。ぼくは今まで歴史を学んでみて「歴史は知
っているだけで役に立つな」と思いました。なぜな
ら日常生活で何かを選ぶときに役立ったからです。
れおま 今の日本で問題になっている少子高齢化や地
球レベルなどの問題を解決するために，昔の人たち
の考え方を知って，問題を解決するためだと思う。
たまき 昔の人物事件から教訓や失敗を繰り返さな
いためでもあり，昔の人の考えを知って，どういう
ことが大事なのか，どういうものをしてはいけない
のかと，考え方を育てるためという道徳的なことを
学ぶためでもあると思う。
こうや どんなことが起こったのか，どんな人物が動
いたなどを学べば今の平和がみえてくるし，昔の日
本はどんな風だったのか， というのが学べて自分も
考えをもてて，一歩前に進めると思うから学ぶ意味
があると思います。学んでみて，歴史を学ぶと今に
つながるものがたくさんあって，人々の努力もあっ
たし，そこには平和を願う人もたくさんいてて，今，
平和な日本をもっと大事にしていき続けていきたい
です。
ゆうあ私が考える「歴史を学ぶ意味」とは，これま
での出来事やそれにおこした行動などについて考え
たり話し合ったりして，これからの社会をつくつて
いく立場の私達の参考にするためだと思います。今
までそれを意識して，授業をうけてきましたが， 2 
学期の今でもその考えは変わりません。社会は苦手
ですが，これからの社会のためにと考えてがんばっ
てきました。この考えをもってこれからの授業をう
けていきたいと思います。
上記のような考えをもつ子どもが多く，歴史学習が
図2の問題解決の土台となっていると言える。
この意識をもち公民分野の学習に進むことで，現在
問題となっている事象を自分ごととして捉え，考える
ことができるであろう。そのための歴史学習であるこ
とを再認識し，公民分野の学習につなげたい。
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